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研究成果の概要（和文）：ピグーは、厚生経済学の創始者であり、大家であるが、その体系的な

研究は国内外においても驚くほど少ない。特に道徳哲学の側面に関する研究の遅れは顕著であ

った。そこで、私は、初期に書かれたピグーの倫理学的文献に当たって、彼が元々抱いていた

道徳哲学を再検討した。その結果、彼の哲学は、多元的な善・厚生を追求する（ムアと同様の）

理想的功利主義であることが分かった。この所見は、経済学的文献だけを基にピグーをベンサ

ム型の快楽主義的功利主義と見なす従来の研究に対して大きく修正を迫るものとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：Although Pigou is the founder of welfare economics and a venerable 
authority of the discipline, there have been few comprehensive studies on his welfare 
economic thought. Specifically, the sluggishness of studies on the aspect of his moral 
philosophy is grave. Therefore, I tried to re-construct his moral philosophy that he was 
originally holding through the examination of several documents written in the early stage 
of his academic life. In consequence, it has been demonstrated that Pigou’s ethical 
thought on which his welfare economics lies is Ideal Utilitarianism which pursues multiple 
ends or welfare as intrinsic good. In this point, Pigou is similar to G.E. Moore. This 
result contributes to correcting considerably the typical understanding in which Pigou 
is considered as Benthamite hedonistic utilitarian referring only to economic documents. 
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１．研究開始当初の背景 
 
（1）国内外の研究動向 
 我が国におけるピグー研究の重鎮である

千種義人氏がいうように、ピグーの名は著名
であることに反して、その体系的な研究は国
内外においても驚くほど少ない。なおかつ、
これまではケインズ（研究）側から眺められ、
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バイアスがかかった評価を受けるなど、ピグ
ーの真意が正確に汲み取られてはこなかっ
たといえる。ピグー研究の相対的な遅れはこ
のように著しく、これは大きな学問的損失で
ある。しかしながら、このような状況に対し、
近年、Aslanbeigui氏、Medema氏、本郷亮氏
などによる（主に経済理論的側面における）
ピグー再評価の研究も現れつつある。 
 
（2）着想に至った背景 
 ピグーは厚生経済学の創始者でありその
大家であるが、彼の学究人生の出発点は、意
外にも経済学ではなかった。元々は神学、倫
理学、哲学方面がピグーの関心分野であり、
彼は豊かな教養をそなえた第一級の知識人
であった。哲学と倫理学を経て、経済学に至
ったわけであるが、経済学は、「倫理学の侍
女」であるとピグー自身がいうように、それ
自体が目的ではなく、倫理的目的のための手
段（道具）であった。彼の最終的な関心は、
手段（経済学）ではなく、それによって実現
される目的、つまり倫理的価値である。とこ
ろが、そのようなピグーの倫理思想を広汎な
文献考証に基づいて本格的に研究したもの
はこれまでのところない。ピグー研究の相対
的な遅れに対して、上記のように近年再評価
の試みが幾つかなされているが、それらは主
としてピグーの経済理論的な側面である。し
たがって、未だ十分に考察されていないピグ
ーの哲学的・倫理学的側面に光を当てること
の意義を見出すに至ったという次第である。 
 
２．研究の目的 

本研究は、アーサー･セシル･ピグーが構想
した倫理・道徳哲学の内在的な研究およびそ
の厚生経済学との関連の考察を目的として
いる。ピグーの倫理学は、究極的な目的に関
わり、かつ厚生経済学の背後にあってそのあ
り方を規定しているという意味で重要であ
るにもかかわらず、その実質的な内容を本格
的に研究したものはこれまでのところ皆無
といって差し支えない。本研究は、この点を
正面から扱い、ピグーにおいても確固とした
倫理学的知見の基盤があることを主張しよ
うとするものである。また、そのことを通じ
て、当時の経済学の科学化の流れによって捨
象されてしまったピグーの厚生・福祉思想を
再構成し、彼の厚生経済学が本来持っていた
思想的豊饒性を描き出してみたい。 
 
３．研究の方法 

経済学史および経済思想研究の方法は、研
究対象とする人物の理論や言説を単に紹介
したり、列挙したりすることではない。例え
ば、塩野谷祐一氏は次のように述べている。
「私は、理論や思想は与えられた社会的素材
であるのだから、優れた学史研究の要件は、

何らかの視点から素材の系列について意識
的に論理的あるいは歴史的再構成を行うこ
とであると思う。そして成功の条件は、視点
の卓抜性と再構成の独創性にある。そうでな
いものは、単に個々の学者の理論を並べ、そ
の内容を平均的な知識のレベルで要約して
いるにすぎない。」（「哲学なき経済学史研究
を超えて」『経済学史学会年報』 2000年）し
たがって、ピグーの倫理思想の内在的な研究
にとって肝要なこととは、「何らかの視点か
ら素材の系列について意識的に論理的ある
いは歴史的再構成を行うこと」となる。 

本研究においては、「素材」とはピグーが
著した諸文献であり、「何らかの視点」とは
先述した「功利主義倫理学の再解釈」に対応
する。つまり、ピグーが残した広汎な諸文献
に当たり、功利主義原理の再解釈の観点を通
じて、彼の道徳哲学を再構成することを意図
している。というのも、比較的、システマテ
ィックに書かれた一部の文献（「倫理学論争
における諸問題」（1907）、『有神論の問題』
（1908））を別にすれば、ピグーによる規範
的叙述の多くが断片的であるためである。し
かしながら、彼の経済学や哲学の文献などに
おいて散見される規範的要素を拾い上げ、一
定の観点（功利主義の再解釈）から道徳原理
の体系を再構築することは決して不可能な
ことではないと思われる。各所において、
様々な規範的主張がピグーによって行われ
ているが、それらの根拠を説明し、合理的に
統合する道徳原理の体系を彼の考え（内面的
要求）に副う形で構成していくことが本研究
での基本的な研究方法となる。 
 
４．研究成果 
（1）最も基本的な問題として、ピグーの倫
理学上の立場が明らかにされた。これまでの
ところ、ピグーはベンサム（またはシジウィ
ック）の系譜にある伝統的な快楽主義的功利
主義者であると見なされていた。実は、この
見解は、ピグーの主著『富と厚生』や『厚生
経済学』のみに基づいた見方であって、彼の
著作全体を踏まえたものではなかった。例え
ば、これまで経済学者たちからは殆ど参照さ
れなかった文献「倫理学論争における諸問
題」（1907）や『有神論の問題』（1908）を読
めば、上記のような通説が当てはまらないこ
とは容易に分かる。ピグーが、快楽主義を明
らかに否定しており、学説的には、シジウィ
ックよりも相対的に理想的功利主義者ムア
やラシュダルに近い立場にあることが明ら
かにされた。シジウィック型の従来の功利主
義は、同質的な快楽のみを内在的善とする立
場であるが、ピグーの規範倫理学は、快楽の
みならず、倫理的人格や徳性（卓越性・品性
の陶冶）なども含めた多元的な要素から成る
複合体を内在的善と見なす立場であること



 

 

が示された。そして、この善はそのままピグ
ーにおける厚生（福祉）を意味することから、
彼の厚生経済学が本来持っていた思想的豊
饒性を解き明かすことにも繋がり得ること
となった。一部を挙げれば次のとおりである。
「倫理的人格（ethical personalities）、快
楽（pleasure）、善意思（good will）、徳
（virtue）、愛情（love）、率直（open-hearted）、
誠実（sincere）、非利己性（unselfish）」な
ど。その結果、快楽や経済的厚生（満足・効
用）などは、ピグーの厚生のほんの一部分に
過ぎないことが明瞭にされた。多元的な善を
追求する理想的功利主義であるという視点
を確立することによって、経済的厚生以外の
要素（倫理的人格や卓越性といった非経済的
厚生）の積極的な解明と経済理論との関係を
再検証するというピグーに関する新しい研
究側面が開かれたのである。 
 
（2）国内外の先行研究（J. Riley氏（Liberal 
Utilitarianism 1988 年 ）、 P. Kelly 氏
（Utilitarianism and Distributive Justice 
1990年）、平尾透氏（『功利性原理』1992年）、
音無通宏氏（『功利主義と社会改革の諸思想』
2007 年））では主にベンサムやミルを対象と
して検討されている功利主義の重層的構造
（抽象的基本原理と実践規準）という考え方
（功利主義の再解釈）がピグーにも当てはま
ることが示された。その解釈によれば、功利
主義原理とは、普遍的であるが抽象的な基本
原理（最大幸福・厚生）からだけではなく、
それを応用した様々な二次原理（実践規準）
とから構成される二元的・重層的な構造を持
つ道徳原理である。その考え方を援用して、
ピグーの構想には、欲求充足（経済的厚生）
の規準だけでなく、必要充足の規準も存在し
ていることが明らかにされた。つまり、ピグ
ーの功利主義は、最大厚生という抽象的な基
本原理とその実践的応用の二次原理（欲求充
足および必要充足原理）とから成る重層的な
構造を持っている、という新たな解釈が示さ
れたのである。 
 
（3）さらに、上記の議論を援用して、ピグ
ーの「ナショナル・ミニマム論」が（これま
での解釈のような）欲求充足（経済的厚生）
ではなく、必要充足の原理から説かれている
ことを突き止めた。これまでの理解によれば、
ピグーの功利主義ないし厚生経済学が、死活
的に重要なミニマム（現代のセーフティ・ネ
ットの類）の根拠づけに当たって、主観的な
欲求充足に依拠していることから、「主観主
義的な誤謬」を犯していると批判されること
が多々あった。しかしながら、本研究におい
て、ピグー自身が主観的満足と客観的必要と
の峻別を行っていた事実を指摘し、彼の唱道
するミニマムが客観的必要を根拠としてい

たという全く新しいピグー理解を提示した。
そのことにより、従来の典型的なピグー批判
が必ずしも妥当ではないことが分かった。な
おかつ、そのナショナル・ミニマムは、ピグ
ーにおいて、権利の理論に該当するという解
釈も打ち出されている。本研究の成果は、功
利主義における権利の議論のケーススタデ
ィとしての意義も含んでいるといえる。 
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